
第６学年Ａ（３）てこの規則性                 福島県小中学校 理科ペディア  

 

 

 
１ 子どもの問いを主体的な学びにつなぐ 
児童は、自然事象に対し、素朴な概念やイメージをもっている。それが科学的な概念として育ってい

くためには、問題解決的な学習を通して「実感を伴った理解」によって意味づけし、再構築していく必

要がある。そのためには、児童「自ら」明確な問いをもち、強い目的意識を伴った問題解決的な学習を

展開していくことが重要である。その手立ての一つとして「子どもの問いがつながる単元展開」を実践

してきた結果、楽しく主体的に問題解決に取り組む児童の姿が多く見られるようになってきた。 
 

２ 子どもの問いを中心に「追究したい」思いをつなぐ 
 下図は、６学年「てこのはたらき」の単元構想図である。 

 

 

【図中のアイコン・枠 

 の表す内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの問いがつながる単元構成による楽しく主体的に学ぶ「てこのはたらき」 

本時のめあてと

なる児童の問い 

児童がもつ素朴な

問い 

問いに対する 

まとめ 

児童の学習活動 

・追究活動 

 

本単元で児童が働か

せる主な見方 

○量的・関係的な見

方 

 

 

 

本単元で児童が働か

せる主な考え方 

○比較・関係付けの

考え方 

考え方 

１
次 

２
次 

３
次 



 単元計画では、単元目標と児童の実態をふまえ、事象提示や教材・教具を工夫する。その際に、児童

の問いや働かせる見方・考え方を予想しておく。新たな問いを、次時の学習のめあてに設定していくこ

とにより、児童が、「自分の疑問を解決していく」意欲を高め、解決する楽しさを味わうことができる。

また、単元全体の流れを教師が見通すことができ、児童のどのような言動を見取り、問い返し、価値付

けていけばよいのかが明確になるという利点もある。 

 単元展開の具体例を次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 問いをつなぐ工夫 
 単元によっては、導入の際に単元を貫く問いが生まれ、それを解決するための問題解決的な学習を展

開できるものもあるが、てこの規則性について学ぶ本単元はそうではない。１次、２次、３次とそれぞ

れねらうべき目標があり、それぞれで事象提示が必要である。そのため、児童の問いが途切れないよう

に下記の工夫をし、単元を計画した。 

 

（１）１次：てこでおもりを持ち上げる自由試行の時間を設定 

   ２次：実験用てこで左右つり合わせる自由試行の時間を設定  

 

（２）１次：てこでおもりを持ち上げたときの手ごたえを数値化する。→２次：実験用てこへの 

つながり 

（３）２次：上皿天秤を扱う。→３次：身の回りのてこを利用した道具へのつながり 

 

（所属：田村市立滝根小学校 藤井千絵）  

事象との出合いの工夫 

 

「なんで？」「どうしてか

な？」という問いを引き出

す。 

素朴な問いの焦点化 

 

 やってみて気が付いたこ

と、まだわからないことを共

有し、みんなで追及する問い

へ焦点化する。 

次時へつなぐ問い 

 

「もしかしたら〇〇かもし

れない」「確かめたい」とい

う見通しや意欲をもつように

して次時へつなぐ。 

次時は、予想や実験方法の

検討から始め、考察やまとめ

の時間を確保する。 

同じ方法による「学び方」

のつながり → 


